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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）（ｉ）少なくとも１つの、Ａ－Ｂタイプコポリマーのジブロック熱可塑性エラスト
マーと、（ｉｉ）少なくとも１つの、Ａ－Ｂ－Ａタイプコポリマーのトリブロック熱可塑
性エラストマーとの混合物を含むブロックコポリマーであって、Ａがスチレンに相当し、
Ｂがゴムに相当する、ブロックコポリマー；
（ｂ）水素化スチレン／メチルスチレン／インデンコポリマーを含む粘着剤；
（ｃ）アルキルシルセスキオキサンワックス及び／又はアルキルシルセスキオキサン樹脂
；
（ｄ）液体脂肪相；及び
（ｅ）任意に着色剤
を含む組成物をケラチン基質に適用する工程を含む、ケラチン基質のメークアップ方法。
【請求項２】
前記ブロックコポリマーが、組成物の質量に基づいて０質量％より大きく２０質量％まで
の量で存在する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記粘着剤が、組成物の質量に基づいて０質量％より大きく４０質量％までの量で存在す
る、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
前記アルキルシルセスキオキサンワックスが、組成物の質量に基づいて０質量％より大き
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く３０質量％までの量で存在する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
前記アルキルシルセスキオキサンワックスが、Ｃ３０－Ｃ４５プロピルシルセスキオキサ
ンワックスである、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
前記アルキルシルセスキオキサン樹脂が、組成物の質量に基づいて０質量％より大きく５
０質量％までの量で存在する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
前記アルキルシルセスキオキサン樹脂が、プロピルシルセスキオキサン樹脂である、請求
項１に記載の方法。
【請求項８】
前記液体脂肪相が、組成物の質量に基づいて０質量％より大きく８０質量％までの量で存
在する、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
前記着色剤が、ケラチン基質に適用する際に色を与えるために効果的な量で存在する、請
求項１に記載の方法。
【請求項１０】
前記組成物が、（ｃ）とは異なるワックスを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
前記組成物が口紅である、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
前記組成物がアイシャドウである、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
（ａ）（ｉ）少なくとも１つの、Ａ－Ｂタイプコポリマーのジブロック熱可塑性エラスト
マーと、（ｉｉ）少なくとも１つの、Ａ－Ｂ－Ａタイプコポリマーのトリブロック熱可塑
性エラストマーとの混合物を含むブロックコポリマーであって、Ａがスチレンに相当し、
Ｂがゴムに相当する、ブロックコポリマー；
（ｂ）水素化スチレン／メチルスチレン／インデンコポリマーを含む粘着剤；
（ｃ）アルキルシルセスキオキサンワックス及び／又はアルキルシルセスキオキサン樹脂
；
（ｄ）液体脂肪相；及び
（ｅ）任意に着色剤
を含む、組成物。
【請求項１４】
前記ブロックコポリマーが、組成物の質量に基づいて０質量％より大きく２０質量％まで
の量で存在する、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
前記粘着剤が、組成物の質量に基づいて０質量％から４０質量％までの量で存在する、請
求項１３に記載の組成物。
【請求項１６】
前記アルキルシルセスキオキサンワックスが、組成物の質量に基づいて０質量％より大き
く３０質量％までの量で存在する、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１７】
前記アルキルシルセスキオキサンワックスが、Ｃ３０－Ｃ４５プロピルシルセスキオキサ
ンワックスである、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１８】
前記アルキルシルセスキオキサン樹脂が、組成物の質量に基づいて０質量％より大きく５
０質量％までの量で存在する、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１９】
前記アルキルシルセスキオキサン樹脂がプロピルシルセスキオキサン樹脂である、請求項
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１３に記載の組成物。
【請求項２０】
前記液体脂肪層が、組成物の質量に基づいて０質量％より大きく８０質量％までの量で存
在する、請求項１３に記載の組成物。
【請求項２１】
前記着色剤が、ケラチン基質に適用する際に色を与えるために効果的な量で存在する、請
求項１３に記載の組成物。
【請求項２２】
前記組成物が、（ｃ）とは異なるワックスを更に含む、請求項１３に記載の組成物。
【請求項２３】
前記組成物が口紅である、請求項１３に記載の組成物。
【請求項２４】
前記組成物がアイシャドウである、請求項１３に記載の組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、２００７年１月１２日に出願の米国仮特許出願第６０／８８０，２７６号、及
び２００７年１月１２日に出願の米国仮特許出願第６０／８８０，２８３号の優先権の利
益を享受する。本発明は、ケラチン基質のメークアップ方法及び化粧品組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　使用者のケラチン表面をメークアップするために使用する化粧品組成物は、殆ど又は全
く移らない色を与えることが可能であることを必要とされる。それらは、さらに良好な耐
久力も提供する必要がある。唇用の化粧品組成物の場合は、多数の消費者が良好な耐久力
を伴った色及び輝きを求めている。従来、消費者は、耐久力と輝きとの間で選択しなけれ
ばならなかった。良好な耐久力及び耐移り性を有する唇用組成物は、揮発性溶媒を一般的
に必要とし、殆ど又は全く輝きを示さないが、輝きを有する口紅は、乏しい耐久力及び耐
移り性を一般的に示す。そのため、良好な色の耐久力、良好な輝きの耐久力、及び良好な
耐移り性を提供する化粧品組成物が必要とされている。
【特許文献１】米国仮特許出願第６０／８８０，２７６号
【特許文献２】米国仮特許出願第６０／８８０，２８３号
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本発明の第一の態様は、ａ）ブロックコポリマー、ｂ）粘着剤、ｃ）アルキルシルセス
キオキサンワックス及び／又はアルキルシルセスキオキサン樹脂、ｄ）液体脂肪相、並び
にｅ）任意に着色剤を含有する組成物をケラチン基質に適用することを含む、ケラチン基
質のメークアップ方法に関する。
【０００４】
　本発明の第二の態様は、ａ）ブロックコポリマー、ｂ）粘着剤、ｃ）アルキルシルセス
キオキサンワックス及び／又はアルキルシルセスキオキサン樹脂、ｄ）液体脂肪相、及び
ｅ）任意に着色剤を含む化粧品組成物に関する。
【０００５】
　驚くべきことに、上述の化粧品組成物の使用が、輝度を維持しながら、改善された耐移
り性および色の耐久力を提供することを発見した。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　実施例以外において又は他に示さない限り、成分の量及び／又は反応条件を表わす全て
の数字は、用語「約」によって全て修飾されていると理解されるべきである。
【０００７】
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ブロックコポリマー
　本発明のブロックコポリマーは、少なくとも１つの「硬質」のセグメントと少なくとも
１つの「軟質」のセグメントとの存在によって特徴付けられる。それらの組成物の性質は
別として、本発明のブロックコポリマーの硬質セグメント及び軟質セグメントは、それら
の各々のガラス転移温度「Ｔｇ」の観点から規定される。とりわけ、硬質セグメントは５
０℃以上のＴｇを有するが、軟質セグメントは２０℃以下のＴｇを有する。硬質ブロック
のガラス転移温度Ｔｇは、５０℃から１５０℃；６０℃から１２５℃；７０℃から１２０
℃；８０℃から１１０℃の範囲であって良い。ブロックコポリマーの軟質セグメントにつ
いてのガラス転移温度Ｔｇは、２０℃から－１５０℃；０℃から－１３５℃；－１０℃か
ら－１２５℃；－２５℃から－１００℃の範囲であって良い。更に詳細な説明は、参照に
よってその全体を本明細書に取り込む米国特許第５，２９４，４３８号及び第６，４０３
，０７０号において認められる。
【０００８】
　本発明に使用して良いブロックコポリマーの一種は、熱可塑性エラストマーである。熱
可塑性エラストマーの硬質セグメントは、典型的には、各種の量でビニルモノマーを含む
。適切なビニルモノマーの例は、スチレン、メタクリレート、アクリレート、ビニルエス
テル、ビニルエーテル、及びビニルアセテートなどを含むが、それらに限らない。
【０００９】
　熱可塑性エラストマーの軟質セグメントは、オレフィンポリマー及び／又は飽和、不飽
和、若しくはそれらの組み合わせであって良いコポリマーを含む。適切なオレフィンコポ
リマーは、エチレン／プロピレンコポリマー、エチレン／ブチレンコポリマー、プロピレ
ン／ブチレンコポリマー、ポリブチレン、ポリイソプレン、水素化ブタン及びイソプレン
のポリマー、並びにそれらの混合物を含むが、それらに限らない。
【００１０】
　本発明に有用な熱可塑性エラストマーは、ブロックコポリマー、例えば、ジブロック、
トリブロック、マルチブロックのブロックコポリマー、ラジカル及び星型ブロックコポリ
マー、並びにそれらの混合物及び配合物である。ジブロック熱可塑性エラストマーは、通
常、Ａ－Ｂタイプ又は順番に硬質セグメント（Ａ）に続いて軟質セグメント（Ｂ）である
ものとして規定される。トリブロックは、通常、Ａ－Ｂ－Ａタイプコポリマー又は１つの
硬質セグメント、１つの軟質セグメント、及び１つの硬質セグメントの比であるものとし
て規定される。マルチ-ブロック又はラジカルブロック又は星型ブロックの熱可塑性エラ
ストマーは、通常は、硬質及び軟質セグメントの任意の組合せを含むが、そのエラストマ
ーは硬質及び軟質の双方の特徴を有する。
【００１１】
　いくつかの実施態様では、本発明の熱可塑性エラストマーは、Ｋｒａｔｏｎ（クレイト
ン）ＴＭゴムのクラス（Ｓｈｅｌｌ Ｃｈｅｍｉｃａｌ Ｃｏｍｐａｎｙ（シェルケミカル
社））又は類似の熱可塑性エラストマーから選択され得る。ＫｒａｔｏｎＴＭゴムは、ポ
リマー鎖がジブロック、トリブロック、マルチブロック、又はラジカル又は星型ブロック
構造、又はそれらの多くの混合体を含む熱可塑性エラストマーである。ＫｒａｔｏｎＴＭ

トリブロックゴムはゴム（軟質）セグメントの各末端にポリスチレン（硬質）セグメント
を有するが、ＫｒａｔｏｎＴＭジブロックゴムはゴム（軟質）セグメントに結合したポリ
スチレン（硬質）セグメントを有する。ＫｒａｔｏｎＴＭラジカル又は星型構造は、ゴム
セグメントの各末端にポリスチレンセグメントが結合したゴムからなる４点又は他の複数
点の星型でありうる。各ＫｒａｔｏｎＴＭゴムの構造は、分離したポリスチレン及びゴム
のドメインを形成する。
【００１２】
　ＫｒａｔｏｎＴＭゴムの各分子は、スチレンモノマー単位とゴムモノマー及び／又はコ
モノマー単位のブロックセグメントを含むと言われている。ＫｒａｔｏｎＴＭトリブロッ
クコポリマーの最も一般的な構造は、直線状Ａ-Ｂ-Ａブロック型で、スチレン－ブタジエ
ン－スチレン、スチレン－イソプレン－スチレン、スチレン－エチレンプロピレン－スチ
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レン、又はスチレン－エチレンブチレン－スチレンである。ＫｒａｔｏｎＴＭジブロック
は、好ましくはＡＢブロック型、例えばスチレン－エチレンプロピレン、スチレン－エチ
レンブチレン、スチレン－ブタジエン、又はスチレン－イソプレンである。Ｋｒａｔｏｎ
ＴＭゴム構造は当該分野でよく知られており、類似した構造を有する任意のブロックコポ
リマーエラストマーが、本発明の実施の範囲内である。他のブロックコポリマーは、商品
名Ｓｅｐｔｏｎ（セプトン）（Ｋｕｒａｒｙ， Ｃｏ．， Ｌｔｄ（クラリー社）から販売
されているＳＥＥＰＳとして知られているエラストマーを表す)として販売されており、
また商品名Ｖｅｃｔｏｒ（ベクター）ＴＭとしてＥｘｘｏｎ Ｄｏｗ（エクソン・ダウ）
社から販売されているものがある。
【００１３】
　本発明で有用な他の熱可塑性エラストマーには、スチレン－ブチレン／エチレン－スチ
レンのコポリマー(トリブロック)、エチレン／プロピレン－スチレンのコポリマー(ラジ
カル又は星型ブロック)、又は２つの混合物もしくは配合物を含むブロックコポリマーエ
ラストマーが含まれる。(あるメーカーでは、ブロックコポリマーを、水素化ブロックコ
ポリマー、例えば水素化スチレン－ブチレン／エチレン－スチレンのコポリマー(トリ－
ブロック)と呼ぶ)。
【００１４】
　ブロック（コ）ポリマーの量並びにそれらの構造（ジブロック、トリブロックなど）は
、脆いものから、柔らかい／流動性のもの、固いものまでの範囲であって良いゲル化形態
を含む熱可塑性エラストマーの性質に影響を与える。例えば、軟質のゲルは、比較的多量
の軟質のセグメントを含有し、硬質のゲルは比較的多量の硬質のセグメントを含有する。
全体的な組成物の性質は、２つ以上のその様なブロックコポリマーを含むこと、例えば、
コポリマーの混合物を含むことによって影響を受けてもよい。例えば、トリブロックコポ
リマーの存在は、形成される皮膜の完全性を促進する。前記ゲルは、上述のような添加さ
れる他の化粧品として許容される成分に依存して透明、半透明、又は不透明であっても良
い。
【００１５】
　前記ブロックコポリマーのスチレン含有量は、ブロックコポリマーの質量に基づいて３
０質量％未満、好ましくは２５質量％未満、更に好ましくは２０質量％未満である。３０
質量％を超えるスチレン含有量のブロックコポリマーが従来の担体系において硬化又はゲ
ル化する傾向があるからである。しかしながら、３０質量％を超えるスチレン含有量のブ
ロックコポリマーを使用する場合には、化粧品組成物中でスチレン含有エラストマーの硬
化／ゲル化を調節するために効果的な量において、スチレンブロックを溶解し得る共溶媒
又は機能性成分を利用する必要もある可能性がある。
【００１６】
　本発明に使用するための特に好ましいブロックコポリマーは、Ｋｒａｔｏｎ　Ｇ１６７
５Ｍの名称でＳｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ社から市販されているスチ
レン－エチレン／ブチレン－スチレンのジブロック及びトリブロックコポリマーの組み合
わせである。しかしながら、少なくとも１つの軟質セグメント及び少なくとも１つの硬質
セグメントを有するブロックコポリマーの任意の熱可塑性エラストマーは、本発明の精神
を逸脱すること無く使用してよい。
【００１７】
　前記ブロックコポリマーは、一般的には、組成物の質量に基づいて０質量％より大きく
２０質量％までの範囲の量で化粧品組成物に存在する。
【００１８】
粘着剤
　物質をブロックコポリマーに添加すると結果として得られた組成物が粘着性を有する場
合に、その物質は粘着剤と記載される。一般的には、粘着剤は、それらの化学的性質の観
点から４つの異なる群：炭化水素樹脂、テルペン、アモルファス（すなわち、非結晶）ロ
ジン、ロジンエステル、及びそれらの誘導体、並びに純粋なモノマー樹脂に分類され得る
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。これら粘着剤は、ブロックコポリマーの少なくとも１つのセグメントとの適合性によっ
て特徴付けられる。用語「適合性」は、ブロックコポリマーと粘着剤とを混合する際に、
ブロックコポリマーの少なくとも１つのセグメントと粘着剤との組み合わせが、ＤＭＡ、
ＤＳＣ、又は中性子光散乱法によって測定され得る単一のガラス転移温度Ｔｇを有するポ
リマー配合物を形成する。
【００１９】
　ブロックコポリマー及び粘着剤の適合性は、溶解度パラメーターの観点から規定されて
も良い。ハンセン溶解度スペースによる溶解度パラメーターδは、
δ＝（ｄＤ

２＋ｄＰ
２＋ｄＨ

２）１／２

［式中、
－　ｄＤは、分子衝突の間に誘導される双極子の形成に由来するロンドン分散力を表わす
、
－　ｄＰは、永久双極子の間のデバイ相互作用力を表わす、
－　ｄＨは、特異的な相互作用力（水素結合、酸／塩基、又はドナー／アクセプタータイ
プなど）を表わす］
という関係によって、参照によってその全体を本明細書に組み込む「Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｈ
ａｎｄｂｏｏｋ」３ｒｄ　ｅｄｉｔｉｏｎ，Ｃｈａｐｔｅｒ　ＶＩＩ，　ｐａｇｅｓ　５
１９－５５９のＥｒｉｃ　Ａ．　Ｇｒｕｌｋｅによる「Ｓｏｌｕｂｉｌｉｔｙ　Ｐａｒａ
ｍｅｔｅｒ　Ｖａｌｕｅｓ」に規定されている。ハンセンによる三次元溶解度スペースに
おける溶媒の規定は、参照によってその全体を本願明細書に組み込むＣ．Ｍ．Ｈａｎｓｅ
ｎ：「Ｔｈｅ　ｔｈｒｅｅ－ｄｉｍｅｎｓｉｏｎａｌ　ｓｏｌｕｂｉｌｉｔｙ　ｐａｒａ
ｍｅｔｅｒｓ」Ｊ．Ｐａｉｎｔ　Ｔｅｃｈｎｏｌ．，３９，１０５（１９６７）に挙げら
れている。
【００２０】
　本発明に使用する少なくとも１つの粘着剤は、δに相当する溶解度パラメーターを有す
るであろう。そして、前記ブロックコポリマーは、溶解度パラメーターがδ±２、好まし
くはδ±１．７、より好ましくはδ±１．５、より好ましくはδ±１．３、より好ましく
はδ±１．０、より好ましくはδ±０．７、より好ましくはδ±０．５、より好ましくは
δ±０．３である少なくとも１つのセグメントを有するであろう。
【００２１】
　適切な粘着剤の例は、脂肪族炭化水素樹脂、芳香族修飾脂肪族炭化水素樹脂、水素化ポ
リシクロペンタジエン樹脂、ポリシクロペンタジエン樹脂、ガムロジン、ガムロジンエス
テル、ウッドロジン、ウッドロジンエステル、トールオイルロジン、トールオイルロジン
エステル、ポリテルペン、芳香族修飾ポリテルペン、テルペンフェノール、芳香族修飾水
素化ポリシクロペンタジエン樹脂、水素化脂肪族樹脂、水素化脂肪族芳香族樹脂、水素化
テルペン、及び修飾テルペン、水素化ロジン酸、水素化ロジンエステル、ポリイソプレン
、部分的又は完全に水素化されたポリイソプレン、ポリブテンジエン、部分的又は完全に
水素化されたポリブテンジエンなどを含むが、それらに限らない。参照する例の幾つかに
よって実証されているように、粘着剤は、完全又は部分的に水素化されて良い。粘着剤は
非極性であっても良い（非極性は、粘着剤が極性基を有するモノマーを実質的に含まない
ことを意味する。好ましくは極性基は存在しないが、存在する場合は、好ましくは約５質
量％まで、好ましくは約２質量％まで、さらに好ましくは約０．５質量％までの量で存在
する。）。
【００２２】
　ある実施態様では、粘着剤は、８０から１５０℃の軟化点（ＡＳＴＭ　Ｅ－２８によっ
て測定されるような環球軟化点）、好ましくは１００から１３０℃の軟化点を有して良い
。他の実施態様では、粘着剤は液体であって良く、約－７０から７０℃の間の環球軟化点
を有して良い。
【００２３】
　ある実施態様では、粘着剤は、水素化炭化水素樹脂、例えば水素化スチレン／メチルス
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チレン／インデンコポリマー、例えば、スチレン／メチルスチレン／インデンコポリマー
（Ｒｅｇａｌｉｔｅ（登録商標）という商品名でＥａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社か
ら市販されているＲ１０９０、Ｒ１１００、Ｒ７１００、Ｓ１１００、及びＳ５１００を
含む）である。他の実施態様では、脂肪族又は芳香族の炭化水素系粘着樹脂、例えばＨｅ
ｒｃｕｌｅｓ社製の「Ｐｉｃｃｏｔａｃ（登録商標）」及び「Ｈｅｒｃｏｔａｃ（登録商
標）」又はＥｘｘｏｎ（登録商標）社製の「Ｅｓｃｏｒｅｚ（登録商標）」という名称で
市販されている樹脂が使用されても良い。粘着剤の混合物が、本発明の精神を逸脱するこ
と無く利用されても良いことが理解されるべきである。
【００２４】
　本発明において使用するために特に好ましい粘着剤は、例えば、水素化スチレン／メチ
ルスチレン／インデンコポリマー、Ｒｅｇａｌｉｔｅ（登録商標）Ｒ１１００という商品
名でＥａｓｔｍａｎ社から市販されているものである。
【００２５】
　粘着剤は、組成物の質量に基づいて０質量％より大きく４０質量％までの範囲の量で本
発明の化粧品組成物に存在する。
【００２６】
アルキルシルセスキオキサンワックス
　本発明の化粧品組成物は、アルキルシルセスキオキサンワックスも含有する。本発明に
おいて使用するためのアルキルシルセスキオキサンワックスは、参照によってその全体を
本明細書に取り込むＷＯ２００５／１００４４４に開示されている。この特定種の樹脂ワ
ックスは、修飾されてポリマー内に少なくとも２つの異なる炭化水素基を含有するアルキ
ルシルセスキオキサン樹脂に由来する。第一の炭化水素基は、１から８の炭素原子を有し
、第２の炭化水素基は、９から４０の炭素原子を有する。
【００２７】
　アルキルシルセスキオキサンワックスは、（Ｒ４

２Ｒ５ＳｉＯ１／２）ｘ（Ｒ６ＳｉＯ

３／２）ｙ［ｘとｙとは０．０５から０．９５という値を有し、Ｒ４は１から８の炭素原
子を有するアルキル基、アリール基、カルビノール基、又はアミノ基であり、Ｒ５は、９
から４０の炭素原子を有する一価の炭化水素であり、Ｒ６は１から８の炭素原子を有する
一価の炭化水素基又はアリール基である］という式を有する少なくとも４０モル％のシロ
キシ単位を含む。本明細書で使用するｘ及びｙは、シルセスキオキサンワックス中に存在
する（Ｒ４

２Ｒ５ＳｉＯ１／２）と（Ｒ６ＳｉＯ３／２）シロキシ単位の互いに対するモ
ル分率を表わす。かくして、（Ｒ４

２Ｒ５ＳｉＯ１／２）と（Ｒ６ＳｉＯ３／２）シロキ
シ単位の各々の分率は、独立に０．０５から０．９５まで変化して良い。好ましくは、Ｒ
４はメチルであり、Ｒ５はＣ３０からＣ４５のアルキルであり、Ｒ６はプロピルである。
【００２８】
　典型的には、ｘの値は０．０５から０．９５であり、代替的に０．２から０．８であり
、ｙの値は０．０５から０．９５であり、代替的に０．２から０．８である。しかしなが
ら、（Ｒ４

２Ｒ５ＳｉＯ１／２）と（Ｒ６ＳｉＯ３／２）シロキシ単位の組み合わせは、
全体で、アルキルシルセスキオキサンワックスに存在する全てのシロキシ単位の少なくと
も４０モル％、代替的に６０モル％、あるいは９０モル％で存在する必要がある。アルキ
ルシルセスキオキサンワックスは、室温で液体、軟質固体、又は固体物質であって良い。
【００２９】
　アルキルシルセスキオキサンワックスの分子量は制限されないが、典型的には、数平均
分子量（ＭＮ）は、７５０から１０，０００、例えば１，０００から５，０００の範囲で
ある。
【００３０】
　アルキルシルセスキオキサンワックスは、組成物の質量に基づいて０質量％より大きく
３０質量％までの範囲の量で本発明の化粧品組成物に存在する。
【００３１】
アルキルシルセスキオキサン樹脂
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　ある場合には、本発明の組成物は、上記のアルキルシルセスキオキサンワックスと共に
又はそれの代わりにアルキルシルセスキオキサン樹脂を含有しても良い。アルキルシルセ
スキオキサン樹脂は、一般式Ｒ１

ｎＳｉＯ（４－ｎ）／２［式中、Ｒ１は水素原子及びＣ

１－Ｃ１０アルキル基から独立に選択される］の平均シロキサン単位を有するシルセスキ
オキサンホモポリマー及び／又はコポリマーであって、Ｒ１の８０モル％超がＣ３－Ｃ１

０アルキル基であり、ｎが１．０から１．４の値であり、コポリマーの６０モル％超がＲ
１ＳｉＯ３／２単位を含むシルセスキオキサンホモポリマー及び／又はコポリマーである
。
【００３２】
　好ましくは、使用するシルセスキオキサン樹脂は、Ｒ１がＣ１－Ｃ１０、好ましくはＣ

１－Ｃ４アルキル基であり、さらに好ましくはプロピル基のものである。本発明における
使用に適切なアルキルシルセスキオキサン樹脂の一例は、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録
商標）６７０ＦｌｕｉｄとしてＤｏｗ－Ｃｏｒｎｉｎｇ社から市販されているプロピルシ
ルセスキオキサン樹脂である。
【００３３】
　アルキルシルセスキオキサン樹脂は、組成物の質量に基づいて０質量％より大きく５０
質量％までの範囲の量で存在して良い。
【００３４】
液体脂肪相
　本発明の化粧品組成物は、液体脂肪層を含む。前記液体脂肪層は、揮発性シリコーン油
、揮発性炭化水素油、不揮発性シリコーン油、不揮発性炭化水素油、及びそれらの混合物
から選択される少なくとも１つの油を含有して良い。
【００３５】
　適切な揮発性シリコーン油は、室温で６ｃｓｔ以下の粘度を有し、２から７のケイ素原
子を有する直鎖又は環式のシリコーン油を含む。これらのシリコーンは、任意に、１から
１０の炭素原子を有するアルコキシ基又はアルキル基で任意に置換されている。使用して
も良い揮発性シリコーン油の例は、オクタメチルテトラシロキサン、デカメチルシクロペ
ンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、ヘプタメチルオクチルトリシロ
キサン、ヘキサメチルジシロキサン、デカメチルテトラシロキサン、ドデカメチルペンタ
シロキサン、及びそれらの混合物を含むが、それらに限らない。好ましくは、揮発性シリ
コーン油は、少なくとも４０℃の引火点を有する。
【００３６】
　適切な揮発性炭化水素油は、８から１６の炭素原子を有するもの及びそれらの混合物、
並びに分枝鎖のＣ８からＣ１６アルカン、例えばＣ８からＣ１６イソアルカン（イソパラ
フィンとしても知られている）、イソドデカン、イソデカン、イソヘキサデカン、及び例
えば、Ｉｓｏｐａｒ又はＰｅｒｍｅｔｈｙｌという商品名で市販されている油、Ｃ８から
Ｃ１６の分枝鎖のエステル、例えば、イソヘキシル又はイソデシルネオペンタノエート、
及びそれらの混合物を含むが、それらに限らない。好ましくは、揮発性炭化水素油は少な
くとも４０℃の引火点を有する。
【００３７】
　使用して良い適切な不揮発性シリコーン油は、室温で液体の直鎖のポリジメチルシロキ
サン（ＰＤＭＳ）；シリコーン鎖の末端に及び／又はペンダント基として、アルキル、ア
ルコキシ、又はフェニル基（これらの基は２から２４の炭素原子を含有する）を含むポリ
ジメチルシロキサン；フェニルシリコーン、例えば、フェニルトリメチコン、フェニルジ
メチコン、フェニルトリメチルシロキシジフェニルシロキサン、ジフェニルジメチコン、
ジフェニルメチルジフェニルトリシロキサン、２－フェニルエチルトリメチルシロキシシ
リケート、トリメチルペンタフェニルトリシロキサン、テトラメチルヘキサフェニルトリ
シロキサンを含むが、それらに限らない。
【００３８】
　本発明の組成物において使用し得る適切な不揮発性炭化水素油は、
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－　グリセロールの脂肪酸エステル（脂肪酸は各種の鎖長を有して良く、これらの鎖は直
鎖若しくは分枝鎖、飽和若しくは不飽和である）からなるトリグリセリドを大量に含む炭
化水素系植物油；これらの油は、特に、コムギ胚芽油、コーン油、ヒマワリ油、カリテバ
ター、ヒマシ油、甘扁桃油、マカダミア油、アプリコット油、ダイズ油、菜種油、綿実油
、アルファルファ油、ケシ油、カボチャ油、ゴマ油、マロー油、アボカド油、ヘーゼルナ
ッツ油、ブドウ種子油、クロフサスグリ種子油、月見草油、キビ油、オオムギ油、キノア
油、オリーブ油、ライムギ油、ベニバナ油、キャンドルナッツ油、パッションフラワー油
、又はジャコウバラ油；あるいはカプリル／カプリン酸トリグリセリド、例えば、Ｓｔｅ
ａｒｉｎｅｒｉｅｓ　Ｄｕｂｏｉｓ社によって市販されているもの、又はＤｙｎａｍｉｔ
　Ｎｏｂｅｌ社によってＭｉｇｌｙｏｌ　８１０、８１２、及び８１８という名称で市販
されているもの；
－　Ｒ２ＣＯＯＲ３［式中、Ｒ２は、７から１９の炭素原子を含む１から４０の炭素原子
を含有する直鎖又は分枝鎖の高級脂肪酸残基を表わし、Ｒ３は、３から２０の炭素原子を
含む１から４０の炭素原子を含有する分枝鎖の炭化水素系の鎖を表わし、Ｒ２＋Ｒ３≧１
０である］という式の合成油又はエステル、例えば、ピュアセリン油（セトステアリルオ
クタノエート）、イソノニルイソノナノエート、Ｃ１２からＣ１５アルキルベンゾエート
、イソプロピルミリステート、２－エチルヘキシルパルミテート、及びアルコール若しく
はポリアルコールのオクタノエート、デカノエート、又はリシノレート；ヒドロキシル化
エステル、例えば、イソステアリルラクテート又はジイソステアリルマレート；並びにペ
ンタエリスリトールエステル；
－　１０から４０の炭素原子を含有する合成エーテル；
－　Ｃ８からＣ２６の脂肪アルコール、例えば、オレイルアルコール；並びに
－　それらの混合物
のような極性を有する油を含むが、それらに限らない。前記液体脂肪層は、組成物の質量
に基づいて０質量％より大きく８０質量％までの量で本発明の組成物に存在する。
【００３９】
着色剤
　本発明の化粧品組成物は、色素又は顔料のような少なくとも１つの化粧品として許容さ
れる着色剤も含有して良い。適切な顔料の例は、無機顔料、有機顔料、レーキ、真珠光沢
顔料、虹色の材料、又は任意に変化する顔料、並びにそれらの混合物を含むが、それらに
限らない。顔料は、無機又は有機の白色又は着色された粒子を意味すると理解されるべき
である。前記顔料は、任意に本発明の範囲内の表面処理をされて良いが、シリコーン、パ
ーフルオロ化合物、レシチン、及びアミノ酸のような処理に限らない。
【００４０】
　本発明において有用な無機顔料の代表例は、ＣＩ　７７，８９１という参照番号でＣｏ
ｌｏｒ　Ｉｎｄｅｘにコードされているルチル又はアナターゼ型の二酸化チタン、ＣＩ７
７，４９９、７７，４９２、及び７７，４９１という参照番号でコードされている黒色、
黄色、赤色、及び茶色の酸化鉄；マンガネーゼバイオレット（ＣＩ　７７，７４２）；ウ
ルトラマリンブルー（ＣＩ　７７，００７）；酸化クロム（ＣＩ　７７，２８８）；クロ
ム水和物（ＣＩ　７７，２８９）；及びフェリックブルー（ＣＩ　７７，５１０）、並び
にそれらの混合物からなる群から選択されるものを含む。
【００４１】
　本発明において有用な有機顔料及びレーキの代表例は、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．１９（
ＣＩ　４５，１７０）、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．９（ＣＩ　１５，５８５）、Ｄ＆Ｃ　Ｒ
ｅｄ　Ｎｏ．２１（ＣＩ　４５，３８０）、Ｄ＆Ｃ　Ｏｒａｎｇｅ　Ｎｏ．４（ＣＩ　１
５，５１０）、Ｄ＆Ｃ　Ｏｒａｎｇｅ　Ｎｏ．５（ＣＩ　４５，３７０）、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅ
ｄ　Ｎｏ．２７（ＣＩ　４５，４１０）、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．１３（ＣＩ　１５，６
３０）、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．７（ＣＩ　１５，８５０）、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．６
（ＣＩ　１５，８５０）、Ｄ＆Ｃ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｎｏ．５（ＣＩ　１９，１４０）、Ｄ
＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．３６（ＣＩ　１２，０８５）、Ｄ＆Ｃ　Ｏｒａｎｇｅ　Ｎｏ．１０
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（ＣＩ　４５，４２５）、Ｄ＆Ｃ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｎｏ．６（ＣＩ　１５，９８５）、Ｄ
＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．３０（ＣＩ　７３，３６０）、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　ＮＯ．３（ＣＩ　
４５，４３０）、及びコチニールカルミン系の染料又はレーキ（ＣＩ　７５，５７０）、
並びにそれらの混合物を含むが、それらに限らない。
【００４２】
　本発明において有用な真珠光沢顔料の代表例は、酸化チタン被覆マイカ、二酸化チタン
被覆マイカ、ビスマスオキシクロリド、チタンオキシクロリドのような白色真珠光沢顔料
、酸化鉄を有するマイカチタン、フェリックブルー及び酸化クロムなどを有するマイカチ
タン、上述のタイプの有機顔料を有するマイカチタン、並びにビスマスオキシクロリドに
基づくもの、並びにそれらの混合物のような着色真珠光沢顔料からなる群から選択される
ものを含む。
【００４３】
　本発明の組成物に使用する着色剤の的確な量及び種類は、化粧品組成物の色、強度、及
び使用に依存し、結果として、化粧品の調製の分野の当業者によって決定されるであろう
。
【００４４】
ワックス
　ある実施態様では、ワックスを用いて本発明に係る化粧品組成物を調製することが望ま
しい可能性がある。適切なワックスは、化粧品又は皮膚科において通常使用されるもので
ある。その例は、ミツロウ、カルナウバワックス、カンデリラワックス、ウリキュリワッ
クス（ｏｕｒｉｃｕｒｙ ｗａｘ）、日本ロウ、コルクファイバーワックス、サトウキビ
ワックス、パラフィンワックス、リグナイトワックス、ミクロクリスタリンワックス、ラ
ノリンワックス、モンタンワックス、オゾケライト、及び水素化ホホバ油のような水素化
油のような天然期限のものを含むが、それらに限らない。適切な合成ワックスの例は、エ
チレンの重合に由来するポリエチレンワックス、Ｆｉｓｈｃｅｒ－Ｔｒｏｐｓｃｈ合成に
よって得られるワックス、４０℃で、例えば５５℃より高温で固体の脂肪酸エステル及び
グリセリド、４０℃で、例えば５５℃より高温で固体であるアルキル及びアルコキシ－ポ
リ（ジ）メチルシロキサン及び／又はポリ（ジ）メチル－シロキサンエステルのようなシ
リコーンワックスを含むが、それらに限らない。
【００４５】
　前記ワックスは、組成物の質量に基づいて０質量％より大きく４０質量％までの量で本
発明の組成物に存在して良い。
【００４６】
乳化剤
　本発明の組成物は、乳化剤として有用な少なくとも１つの化合物を含有して良い。本発
明によって使用されて良い適切な乳化剤は、非イオン性、カチオン性、アニオン性、及び
双性イオン性の乳化剤を含むが、それらに限らない。本発明に係る適切な乳化剤は、アシ
ルラクテート、アルキルホスフェート、カルボン酸コポリマー、グルコースのエステル及
びエーテル、グリセリンのエステル、プロピレングリコールのエステル、無水ソルビタン
のエステル、ソルビトールのエステル、エトキシル化エーテル、エトキシル化アルコール
、脂肪酸アミド、ポリエチレングリコールの脂肪酸エステル、ポリプロピレングリコール
の脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン脂肪エーテルホスフェート、セッケン、アルコキ
シル化ポリジメチルシロキサン、及びそれらの混合物を含むが、それらに限らない。
【００４７】
　乳化剤として適切な追加の化合物は、乳化架橋シロキサンエラストマー、例えば、ＫＳ
Ｇ－２１０（登録商標）として市販されているジメチコン／ＰＥＧ－１０／１５クロスポ
リマー、ＫＳＧ　７１０（登録商標）として市販されているジメチコン／ポリグリセリン
－３クロスポリマー、ＫＳＧ－３１（登録商標）として市販されているラウリルＰＥＧ－
１５ジメチコン／ビニルジメチコンクロスポリマー、ＤＣ　９０１１（登録商標）として
市販されているＰＥＧ－１２ジメチコンクロスポリマーを含むが、それらに限らない。１
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つの実施態様では、乳化剤として有用な化合物がジメチコン／ＰＥＧ－１０／１５クロス
ポリマーである。本発明によって使用され得る他の適切な乳化剤の例は、例えば、参照に
よってその全体を本明細書に組み込むＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎ’ｓ，Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓ
　ａｎｄ　Ｅｍｕｌｓｉｆｉｅｒｓ，Ｎｏｒｔｈ　Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｅｄｉｔｉｏｎ（
２００３），Ａｌｌｕｒｅｄ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎにおいて
確認することができる。
【００４８】
　乳化剤は、本発明の組成物の全質量に基づいて０質量％より大きく１０質量％までの範
囲の量で本発明の化粧品組成物に存在して良い。
【００４９】
非乳化シリコーンエラストマー
　本発明の組成物は、非乳化シリコーンエラストマーを含有して良い。
【００５０】
　用語「非乳化」は、ポリオキシアルキレン又はポリグリセロール化された単位のような
親水性鎖を含有しないシリコーンエラストマーを規定する。
【００５１】
　非乳化シリコーンエラストマーは、好ましくは、ケイ素に結合した少なくとも１つの水
素を含有するジオルガノポリシロキサンと、ケイ素に結合したエチレン性不飽和基を含有
するジオルガノポリシロキサンとの、特に白金触媒の存在下における架橋付加反応；ある
いはヒドロキシル末端基を含有するジオルガノポリシロキサンと、ケイ素原子に結合した
少なくとも１つの水素原子を含有するジオルガノポリシロキサンとの間の、特に有機スズ
化合物の存在下における脱水素化架橋カップリング反応；あるいはヒドロキシル末端基を
含有するジオルガノポリシロキサンと、加水分解可能なオルガノポリシランとの架橋カッ
プリング反応；あるいは、特にオルガノペルオキシド触媒の存在下におけるオルガノポリ
シロキサンの熱架橋；あるいはガンマ線、紫外線、又は電子線の様な高エネルギー放射に
よるオルガノポリシロキサンの架橋によって得られて良いエラストマーの架橋オルガノポ
リシロキサンである。
【００５２】
　エラストマーの架橋オルガノポリシロキサンは、少なくとも１つの炭化水素系油及び／
又は１つのシリコーン油に含まれたエラストマーのオルガノポリシロキサンからなるゲル
の形態で運ばれて良い。エラストマーの架橋オルガノポリシロキサンは粉末形態であって
も良い。
【００５３】
　本発明の組成物に使用するために適切な非乳化シリコーンエラストマーは、Ｄｏｗ　Ｃ
ｏｒｎｉｎｇ社製の「ＤＣ　９０４０（登録商標）」、「ＤＣ　９０４１（登録商標）」
、「ＤＣ　９５０９（登録商標）」、「ＤＣ　９５０５（登録商標）」、及び「ＤＣ　９
５０６（登録商標）」、Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ社製のＫＳＧ－６（登録商標）、ＫＳＧ－８
（登録商標）、ＫＳＧ－１０（登録商標）、ＫＳＧ－１４（登録商標）、ＫＳＧ－１５（
登録商標）、及びＫＳＧ－１６（登録商標）；ＧＥ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓ社製のＳＦＥ－
１６８（登録商標）及びＳＦＥ－８３９（登録商標）；Ｇｒａｎｔ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅ
ｓ社製のＧｒａｎｓｉｌ　ＳＲ－ＳＹＣ（登録商標）を含むが、それらに限らない。
【００５４】
　非乳化シリコーンエラストマーは、シリコーン樹脂、特にシルセスキオキサン樹脂で、
例えば参照によってその全体を本明細書に組み込む米国特許第５，５３８，７９３号にお
いて記載されているように被覆されたエラストマーの架橋オルガノポリシロキサン粉末の
形態であっても良い。その様なエラストマーは、Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ社によって「ＫＳＰ
－１００（登録商標）」、「ＫＳＰ－１０１（登録商標）」、「ＫＳＰ－１０２（登録商
標）」、「ＫＳＰ－１０３（登録商標）」、「ＫＳＰ－１０４（登録商標）」、及び「Ｋ
ＳＰ－１０５（登録商標）」という名称で市販されている。
【００５５】
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　粉末の形態の他のエラストマーの架橋オルガノポリシロキサンは、Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ
社によって「ＫＳＰ－２００（登録商標）」という名称で特に市販されているフルオロア
ルキル基で官能化されたハイブリッドシリコーン粉末；Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ社によって「
ＫＳＰ－３００（登録商標）」という名称で特に市販されているフェニル基で官能化され
たハイブリッドシリコーン粉末を含む。
【００５６】
　粉末の形態の更なるエラストマーの架橋オルガノポリシロキサンは、極微小の粒子で被
覆された硬化シリコーン粉末を含む。これらの粒子は、参照によってその全体を本明細書
に取り込むＵＳ５，４９２，９４５、ＵＳ５，７５６，５６８，及びＵＳ５，９４５，４
７１に記載されている。極微小な粒子で被覆された適切な硬化シリコーンパウダーは、Ｄ
ｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社製のＤＣ９７０１（登録商標）を含むが、それらに限らない。
【００５７】
　シリコーンエラストマーは、組成物の質量に基づいて０質量％より大きく約９５質量％
までの範囲の量で本発明の化粧品組成物に存在して良い。
【００５８】
ゲル化剤
　本発明の組成物は、油相ゲル化剤で任意にゲル化されても良い。ゲル化剤は、液体脂肪
相の粘度を増大し、前記脂肪相に導入された際に固体又は流動可能な組成物を生じさせる
。前記ゲル化剤は、ワックス状ではないという意味でワックスを含まない。少なくとも１
つのゲル化剤は、ポリマー形態のゲル化剤及び鉱物形態のゲル化剤から選択されて良い。
前記ゲル化剤は、化学的な架橋によるゲル化剤及び物理的な架橋によるゲル化剤から選択
されて良い。
【００５９】
　変性粘土がゲル化剤として使用されて良く、例えば、Ｃ１０からＣ２２の脂肪酸のアン
モニウムクロリドを使用して変性したヘクトライト、例えば、ジステアリルジメチルアン
モニウムクロリドを使用して変性したヘクトライト（クオタニウム－１８ベントナイトと
して知られてもいる）、例えば、Ｒｈｅｏｘ社によってＢｅｎｔｏｎｅ　３４（登録商標
）という名称で製造又は販売されている製品、Ｓｏｕｔｈｅｒｎ　Ｃｌａｙ社によって製
造又は販売されているＣｌａｙｔｏｎｅ　ＸＬ（登録商標）、Ｃｌａｙｔｏｎｅ　３４（
登録商標）、及びＣｌａｙｔｏｎｅ　４０（登録商標）、Ｓｏｕｔｈｅｒｎ　Ｃｌａｙ社
によってＣｌａｙｔｏｎｅ　ＨＴ（登録商標）、ＣｌａｙｔｏｎｅＧＲ（登録商標）、及
びＣｌａｙｔｏｎｅ　ＰＳ（登録商標）という名称で製造又は販売されているクオタニウ
ム－１８ベンズアルコニウムベントナイトという名称で知られている変性粘土、Ｓｏｕｔ
ｈｅｒｎ　Ｃｌａｙ社によってＣｌａｙｔｏｎｅ　ＡＰＡ（登録商標）及びＣｌａｙｔｏ
ｎｅ　ＡＦ（登録商標）という名称で製造又は販売されている製品、及びＲｈｅｏｘ社に
よって製造又は販売されているＢａｒａｇｅｌ　２４（登録商標）のようなステアラルコ
ニウムベントナイトとして既知のステアリルジメチルベンゾイルアンモニウムクロリドで
変性した粘土を含むが、それらに限らない。
【００６０】
　本発明で使用して良い他の鉱物ゲル化剤は、シリカ、例えばヒュームドシリカを含む。
ヒュームドシリカは、ナノメートルからマイクロメートル、例えば５ｎｍから２００ｎｍ
の範囲の粒径を有して良い。
【００６１】
　ヒュームドシリカは、水素－酸素炎における揮発性ケイ素化合物の高温加水分解によっ
て微細に分割されたシリカを生じさせて得られて良い。このプロセスが、表面に多数のシ
ラノール基を有する親水性シリカを得ることを可能にする。その様な親水性シリカは、Ｄ
ｅｇｕｓｓａ社によって「Ａｅｒｏｓｉｌ　１３０（登録商標）」、「Ａｅｒｏｓｉｌ　
２００（登録商標）」、「Ａｅｒｏｓｉｌ　２５５（登録商標）」、「Ａｅｒｏｓｉｌ　
３００（登録商標）」、及び「Ａｅｒｏｓｉｌ　３８０（登録商標）」、並びにＣａｂｏ
ｔ社によって「ＣＡＢ－Ｏ－ＳＩＬ　ＨＳ－５（登録商標）」、「ＣＡＢ－Ｏ－ＳＩＬ　
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ＥＨ－５（登録商標）」、「ＣＡＢ－Ｏ－ＳＩＬ　ＬＭ－１３０（登録商標）」、「ＣＡ
Ｂ－Ｏ－ＳＩＬ　ＭＳ－５５（登録商標）」、及び「ＣＡＢ－Ｏ－ＳＩＬ　Ｍ－５（登録
商標）」という名称で製造又は販売されている。
【００６２】
　かくして、化学反応によって親水性シリカの表面を化学的に変性させ、シラノール基の
数の減少を生じさせることが可能である。シラノール基は、例えば疎水性基によって置き
換わられて良く、次いで疎水性シリカを与える。前記疎水性基は、特にヘキサメチルジシ
ラザンの存在下でヒュームドシリカを処理することによって得られるトリメチルシロキシ
基であって良い。かくして処理されたシリカは、ＣＴＦＡ辞典（６版、１９９５年）によ
れば「シリカシリレート」として知られている。それらは、例えば、Ｄｅｇｕｓｓａ社に
よって「Ａｅｒｏｓｉｌ　Ｒ８１２（登録商標）」、及びＣａｂｏｔ社によって「ＣＡＢ
－Ｏ－ＳＩＬ　ＴＳ－５３０（登録商標）」という名称で製造又は販売されており；ジメ
チルシリルオキシル又はポリジメチルシロキサン基が、ポリジメチルシロキサン又はジメ
チルジクロロシランの存在下でヒュームドシリカを処理する事によって特に得られる。か
くして処理されたシリカは、ＣＴＦＡ辞典（６版、１９９５年）によれば「シリカジメチ
ルシリレート」として知られている。それらは、例えばＤｅｇｕｓｓａ社によって「Ａｅ
ｒｏｓｉｌ　Ｒ９７２（登録商標）」及び「Ａｅｒｏｓｉｌ　Ｒ９７４（登録商標）」、
並びにＣａｂｏｔ社によって「ＣＡＢ－ＯＳＩＬ　ＴＳ－６１０（登録商標）」及び「Ｃ
ＡＢ－Ｏ－ＳＩＬ　ＴＳ－７２０（登録商標）」という名称で製造又は販売されており；
基はシランアルコキシド又はシロキサンとヒュームドシリカとの反応に由来する。これら
の処理されたシリカは、例えば、Ｄｅｇｕｓｓａ社によって「Ａｅｒｏｓｉｌ　Ｒ８０５
（登録商標）」という名称で製造又は販売されている。
【００６３】
　本発明によれば、疎水性シリカ、例えばヒュームドシリカは、親油性ゲル化剤として使
用されて良い。ヒュームドシリカの使用は、不透明粒子、例えば、ワックス、フィラー、
及び顔料（真珠母）の非存在下で浸出しない特にスティックの形態の、半透明又は透明な
組成物を得ることを可能にする。
【００６４】
　少なくとも１つの親油性ゲル化剤は、組成物の浸出を制限することが可能であり、安定
性を増大することが可能であって、同時に組成物の輝きを維持する。これは、化粧品及び
皮膚科において従来使用されていたようなワックスでは不可能である。
【００６５】
　少なくとも１つのゲル化剤は、もし使用する場合には、組成物の質量に基づいて０質量
％より大きく２０質量％までの量で本発明の組成物に典型的に存在するであろう。
【００６６】
揮発性溶媒
　極性揮発性溶媒の使用が望ましい場合が存在する。その様な溶媒は、アルコール、揮発
性エステル、及び揮発性エーテルを含むが、それらに限らない。一般的には、それは、約
２５度未満の引火点を有するであろう。
【００６７】
添加剤／補助剤
　本発明の組成物は、少なくとも１つの化粧品又は皮膚科において許容される添加剤、例
えば、増粘剤、皮膜形成剤、可塑剤、抗酸化剤、必須油、保存剤、芳香剤、フィラー、ペ
ースト状脂肪物質、ワックス状脂肪物質、中和剤、及びポリマー、並びに化粧品としての
活性剤及び／又は皮膚科学的な活性剤、例えば、軟化剤、モイスチャーライザー、ビタミ
ン、必須脂肪酸、及び医薬を更に含んで良い。
【００６８】
　可塑剤の使用は本発明の組成物に必須ではないが、望ましい可能性がある。可塑剤は、
高分子化合物に添加されて、ポリマー分子の内部修飾により、加工を容易にし、且つ、最
終製品の柔軟性及び耐久性を増大する有機化合物である。適切な可塑剤の例は、油、セル
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ロースエステル、フタレートエステル、アジペートエステル、セバケートエステル、トリ
クレシルホスフェート、ヒマシ油、グリコールエーテル、ベンジルアルコール、トリエチ
ルシトレート、及びプロピレンカーボネートを含むが、それらに限らない。
【００６９】
　保存剤の代表例は、アルキルパラヒドロキシベンゾエートであって、そのアルキル基は
、１、２、３、４、５、又は６の炭素原子を有し、好ましくは１から４の炭素原子を有し
、例えば、メチルパラヒドロキシベンゾエート（メチルパラベン）、エチルパラヒドロキ
シベンゾエート（エチルパラベン）、プロピルパラヒドロキシベンゾエート（プロピルパ
ラベン）、ブチルパラヒドロキシベンゾエート（ブチルパラベン）、及びイソブチルパラ
ヒドロキシベンゾエート（イソブチルパラベン）を含む。保存剤の混合物が当然使用され
て良く、例えば、Ｎｉｐａ社によってＮｉｐａｓｔａｔという名称で市販されているメチ
ルパラベン、エチルパラベン、プロピルパラベン、及びブチルパラベンの混合物、並びに
Ｎｉｐａ社によってＰｈｅｎｏｎｉｐという名称で市販されているフェノキシエタノール
、メチルパラベン、エチルパラベン、プロピルパラベン、及びブチルパラベンの混合物が
使用されて良い。これらの保存剤は、組成物の質量に基づいて、約０．０１から約１０質
量％、好ましくは０．５から約５質量％、更に好ましくは約０．８から約３質量％の範囲
の量で存在して良い。
【００７０】
　本発明の組成物において使用して良いフィラーは、例えば、シリカパウダー；タルク；
ポリアミド粒子及び特にＡｔｏｃｈｅｍ社によってＯｒｇａｓｏｌという名称で市販され
ているもの；ポリエチレンパウダー；アクリルコポリマーに基づくミクロスフェア、例え
ば、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社によってＰｏｌｙｔｒａｐという名称で市販されているエ
チレングリコールジメタクリレート／ラウリルメタクリレートコポリマーに基づくもの；
発泡粉末、例えば、中空のミクロスフェア及び特にＫｅｍａｎｏｒｄ　Ｐｌａｓｔ社によ
ってＥｘｐａｎｃｅｌ（登録商標）という名称で市販されているか又はＭａｔｓｕｍｏｔ
ｏ社によってＭｉｃｒｏｐｅａｒｌ　Ｆ（登録商標）８０　ＥＤという名称で市販されて
いるミクロスフェア；天然の有機物質の粉末、例えば、架橋又は非架橋のコーンデンプン
、コムギデンプン、又はコメデンプン、例えば、Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ社によ
ってＤｒｙ－Ｆｌｏ（登録商標）という名称で市販されているオクテニルスクシネート無
水物で架橋したデンプン粉末；シリコーン樹脂マイクロビーズ、例えば、Ｔｏｓｈｉｂａ
　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ社によってＴｏｓｐｅａｒｌ（登録商標）という名称で市販されてい
るもの；粘土（ベントン、ラポナイト、サポナイトなど）、並びにそれらの混合物を含む
。これらのフィラーは、組成物の質量に基づいて０質量％より大きく５０質量％までの範
囲の量で存在して良い。
【００７１】
　本発明の組成物は、安全且つ効果的な量の少なくとも１つの活性成分又は製薬学的に許
容されるそれらの塩を更に含んで良い。本明細書で使用する用語「安全且つ効果的な量」
は、信頼できる医学的判断の範囲内のリスク比に対する正当な利益において、処理すべき
状態を修正するか又は所望の皮膚に対する利益を提供するのと同時に、深刻な副作用を避
けるために十分な量を意味する。活性成分の安全且つ効果的な量は、特定の活性剤、皮膚
を浸透する活性剤の機能、使用者の年齢、健康、及び皮膚の状態、並びに他の因子によっ
て変化するであろう。典型的には、前記活性成分は、組成物の質量に基づいて０質量％よ
り大きく２０質量％までの範囲の量で存在して良い。
【００７２】
　本発明において有用な活性成分は、それらの治療上の利益又は想定される作用態様によ
って分類され得る。しかしながら、本発明において有用な活性成分は、２つ以上の作用態
様を介して作用するか又は２つ以上の治療上の利益を提供し得る場合がある。したがって
、ここで言う分類は便宜上作成され、活性剤を特定の適用に限ることを意味するものでは
ない。また、これらの活性剤の製薬学的に許容される塩が、本発明において有用である。
以下の活性剤は、本発明において有用である。
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【００７３】
　本発明の化粧品組成物は、有害な紫外線照射を事実上吸収する化学的な吸収剤であるサ
ンスクリーン剤も含有して良い。化学的な吸収剤は、それらが保護する照射のタイプに依
存して、ＵＶ－Ａ又はＵＶ－Ｂ吸収剤のいずれかに分類されることがよく知られている。
ＵＶ－Ａ吸収剤は、一般的には、３２０ｎｍから４００ｎｍの領域の紫外スペクトルにお
ける照射を吸収する。ＵＶ－Ａ吸収剤は、アントラニレート、ベンゾフェノン、及びジベ
ンゾイルメタンを含む。ＵＶ－Ｂ吸収剤は、一般的には、２８０ｎｍから３２０ｎｍの領
域の紫外スペクトルにおける照射を吸収する。ＵＶ－Ｂ吸収剤は、ｐ－アミノ安息香酸誘
導体、ショウノウ誘導体、シンナメート、及びサリチレートを含む。
【００７４】
　本発明において有用なサンスクリーン剤は、典型的には、化学的な吸収剤を含むが、物
理的な遮断剤も含んで良い。本発明の組成物に配合されて良い例示的なサンスクリーン剤
は、化学的な吸収剤、例えば、ｐ－アミノ安息香酸誘導体、アントラニレート、ベンゾフ
ェノン、ショウノウ誘導体、桂皮酸誘導体、ジベンゾイルメタン（例えば、Ｐａｒｓｏｌ
（登録商標）１７８９としても既知のアボベンゾン）、ジフェニルアクリレート誘導体、
サリチル酸誘導体、トリアジン誘導体、ベンズイミダゾール化合物、ビスベンゾアゾリル
誘導体、メチレンビス（ヒドロキシフェニルベンゾトリアゾール）化合物、サンスクリー
ンポリマー、及びシリコーン、又はそれらの混合物である。また、本発明の組成物に配合
されて良いサンスクリーン剤の例は、酸化セリウム、酸化クロム、酸化コバルト、酸化鉄
、赤色ペトロラタム、シリコーン処理二酸化チタン、二酸化チタン、酸化亜鉛、及び／又
は酸化ジルコニウム、あるいはそれらの混合物である。
【００７５】
　適切なサンスクリーン剤の例は、アミノ安息香酸、アミルジメチルＰＡＢＡ、シノキセ
ート、ジエタノールアミンｐ－メトキシシンナメート、ジガロイルトリオレート、ジオキ
シベンゾン、２－エトキシエチル、ｐ－メトキシシンナメート、エチル４－ビス（ヒドロ
キシプロピル）アミノベンゾエート、２－エチルヘキシル－２－シアノ－３,３－ジフェ
ニルアクリレート、エチルヘキシルｐ－メトキシシンナメート、２－エチルヘキシルサリ
チレート、グリセリルアミノベンゾエート、ホモメンチルサリチレート、ホモサレート、
３－イミダゾール－４－イルアクリル酸、及びエチルエステル、メチルアントラニレート
、オクチルジメチルＰＡＢＡ、２－フェニルベンズイミダゾール－５－スルホン酸及び塩
、赤色ペトロラタム、スリソベンゾン、二酸化チタン、トリエタノールアミンサリチレー
ト、Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチル－４－（２－オキソボルン－３－イリデンメチル）アニリニ
ウムメチルスルフェート、及びそれらの混合物を含むが、それらに限らない。
【００７６】
　本発明の組成物は、液体、半固体、例えばゲル、又は固体の形態であって良い。前記化
粧品組成物は、リップグロス又は口紅のように唇をメークアップするために使用してよく
、又はアイシャドウのようにまぶたをメークアップするために使用されてよい。
【００７７】
　本発明の組成物は無水物であるか、又は水性エマルション、例えば、水中油型（Ｏ／Ｗ
）、油中水型（Ｗ／Ｏ）、又は多層エマルション（Ｗ／Ｏ／Ｗ、Ｏ／Ｗ／Ｏなど）の形態
の非無水物、又は水と適合性がある物質、例えば、ジオール、アルコール、グリコール、
多価アルコール、及びそれらの誘導体で水を置換した非水性エマルションであって良い。
無水物は、組成物が、（ラテックスなどのような組成物の他の成分によって提供され得る
水以外に）追加の水を含有しないことを意味する。
【００７８】
　本発明は、以下の制限されない実施例の観点から更に説明する。他に示さない限り、全
ての部及び割合は、質量％に基づくものである。
【実施例】
【００７９】
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【表１】

【００８０】
調製方法
　相Ａの油は、プロペラミキサーで媒体を攪拌しながら、１０分間１００℃で事前に加熱
する。
【００８１】
　Ｂ相（ＫＲＡＴＯＮ（登録商標）Ｇ１６７５　Ｍ）を相Ａに１００℃で添加した。
【００８２】
　Ｂ相が完全にＡ相に溶解されるまで、Ｂ相及びＡ相を３０分間高速で混合した。
【００８３】
　次いで、溶液が均質になるまで９５℃で混合しながら、Ｃ相（Ｒｅｇａｌｉｔｅ（登録
商標）Ｒ１１００）を（Ａ＋Ｂ）相にゆっくりと添加した。
【００８４】
　Ｄ相の成分を混合しながら添加した。
【００８５】
　別のビーカーにおいて、顔料が完全に油で濡れて顔料混合物を形成するまで、Ｅ層の成
分を手作業で混合した。
【００８６】
　次いで、前記顔料混合物を三本ローラーミルに移して、色が均質になるまでミルにかけ
て顔料混合物の粉末を形成した。
【００８７】
　次いで、ミルにかけた顔料混合物を（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）相を含有するビーカーに移して
、約５分間平均的な速度で混合した。
【００８８】
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　次いで、マイカ及びプロピルシルセスキオキサンワックス（及びポリエチレンワックス
）を、ビーカーにゆっくりと添加して、高速で１０分間混合した。
【００８９】
　次いで混合速度を低減して、結果として得られた流動物を個々の鋳型に９０℃で移した
。
【００９０】
　次いで、前記鋳型に含有されたサンプルを、０から２℃の冷蔵庫で約３０分間冷却した
。
【００９１】
　次いで、前記鋳型を包装して、室温に保持した。
【００９２】
【表２】

【００９３】
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【表３】

【００９４】
　上記の実施例は、実施例１及び２と類似の手法で調製した。
【００９５】
輝きを測定するためのプロトコル
　上述の化粧品の輝きを測定するために、測定の実施に使用する光の強度を初めに測定し
、次いで唇の表面の反射を測定した。これは、光源の前に垂直の配向を有する第一の偏光
子、及びビデオカメラの前に垂直な配向を有する第二の偏光子を有することによって実施
した。まず、ビデオカメラは、グロスから口紅へと進む任意の光から生ずる垂直の光と共
に表面の反射を記録した。
【００９６】
　次いで、表面の下に伝わる任意の垂直な光の強度を記録するためカメラの前の偏光子を
９０°回転した（ビデオレート）。次いで、表面下に伝わった光の水平方向の強度を測定
した。第２に、水平方向の測定は、所望の表面のシグナル（グロス）に対する任意の表面
下の寄与のための補正であった。次いで、第１の数値から第２の数値を引いて、輝度を算
出した。
【００９７】
耐久力測定のためのプロトコル
　唇用の組成物を回答者の口紅に適用した。参照によってその全体を本明細書に取り込む
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ＵＳ２００３００６７５４５に開示しているような装置で拡散光の照射の前及び直後に唇
の写真を撮り、画像をＬ*明度に関して分析した。Ｌ*明度は、色の暗さ又は強度を示す。
次いで、回答者に、サンドイッチ、サラダ、及び温かい飲料からなる食事をとるように依
頼した。食事後に上記の装置を使用して回答者の唇を撮影して、画像をＬ*明度について
分析した。耐久力は、％耐久力として記録し、どの程度組成物が唇上に残存しているか示
す。
【００９８】
耐移り性のためのプロトコル
　本明細書で使用する「耐移り性」は、例えば飲食時に、他の物質、例えば、ガラス、被
服、又は皮膚と接触することによって容易に除去されない組成物によって示される量を示
す。耐移り性は、その様な評価に関して当該技術分野で既知の任意の方法によって評価し
て良い。例えば、組成物の耐移り性は、「キス」試験によって評価しても良い。「キス」
試験は、ヒトの唇に組成物を適用した後に物質、例えば、一枚の紙に、適用後の一定時間
経過後、例えば適用の２分後に「キス」することを含む。同様に、組成物の耐移り性は、
任意の他の物質に対する着用者から移った（例えば、適用の一定時間経過後に個人の首か
ら襟に移った）製品の量によって評価して良い。次いで、物質（例えば、襟又は紙）に移
った組成物の量を評価し比較する。例えば、大半の製品が着用者、例えば、唇及び首など
に残存する場合には、組成物は耐移り性である可能性がある。さらに、移った量を、他の
組成物、例えば市販の組成物において移った量と比較して良い。
【００９９】
　上記載は本発明の好ましい実施態様を説明するものであり、特許請求の範囲に記載の本
発明の精神及び範囲を逸脱すること無く、変形例が作製されてよいことが理解されるべき
である。
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